
給水装置工事申込書提出時の必要書類　  (水道オーダー） R4（2022）.4
チェック欄

1） 委任状 A５様式 □

2） 給水装置工事申込書 A３様式 □

3） 設計図 A３様式（受水槽二次側の配管については提出可、着色は緑線。） □

4） 水道管理図　A４様式（申請場所を明示の事、造成地においては区画割を記入し、申請場所を明示の事） □

5） 住宅地図　A４様式2部　　申請場所を明示の事　尚、内１部の裏面には使用料金請求先のゴム印
　　　　　　　　　　　　　　　　 を押し、請求先をチェックし、必要事項があれば記入する事

6） □

7） 建築確認申請の写し　（取出工事、一栓工事、撤去工事は不要） □

8） 利害関係書類〔土地使用承諾書、分岐承諾書〕　A５様式（必要がある場合） □
( 添付資料として、公図、要約書等）

9） 給水装置譲渡届　A５様式（給水装置所有者が変更になる場合、同所有者の変更がされていない場合） □

10） 道路占用許可申請書類　　A４様式（掘削がある場合）
①　　位置図　　（掘削する箇所（道路部分）を明示）
②　　工事箇所掘削図
③　　舗装標準断面図
④　　保安図（通行止めにする場合は、迂回路図も必要。）
⑤　　道路掘削予定現場写真（４部）　―　私道は、不必要。
※　　①から④までの申請書類は７部（私道は３部）用意すること。
　　　 先に道路申請を行っている場合は３部用意すること。

11） 河川占用許可申請書類　（１級河川の河川区域、保全区域、又は普通河川の河川区域に給水
管等を布設する場合）

12） 配水管等の竣工図　（掘削がある場合に添付し、掘削箇所を竣工図に明示、またその付近の
断面図があれば、併せて添付すること）

13) ３～５階建て直結給水協議書兼確認書〔企業局保管分、申請者保管分〕
※３～５階建て直結給水がある場合は事前に提出すること

14) 受水槽給水の場合
ａ　簡易専用水道設置届、廃止届等　（受水槽有効容量が１０㎥を超える場合）
b　小規模貯水槽水道設置届、廃止届等　（受水槽有効容量が１０㎥以下の場合）
ｃ　受水槽以下各戸検針徴収申請書　（受水槽以下各戸検針の希望がある場合） □

15) アパート方式の希望がある場合
申込書の備考欄に明示し、検査後に共同住宅等に係る水道（下水道）料金算定申請書を料金課へ提出　 □

16) 給水装置工事使用材料報告書　（給水装置工事材料を新たに使用する場合） □
※事前に提出
※受水槽二次側の配管については不要（受水槽以下各戸検針の場合は必要）

17) 使用材料のカタログのコピー　（ＶＬＰ、ＨＩＶＰ、ＸＰＥＰ、ＰＢＰ以外の材料を使用する場合） □
※受水槽二次側の配管については不要（受水槽以下各戸検針の場合は必要）

18) 既施設の配管図　 □
当該の既設オーダー（最新の工事用一栓を含む）、本管との接続材料が分かる図面

□

チェックシート　A４様式

□

□

□

□

□
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（水道オーダー）R4（2022）.4 受付№

工事場所

申込者

工事店名

重点確認欄は、必ず確認してください

確認欄は、必要に応じて確認してください

提出前に最終確認してください　⇒

チェック欄記入例 チェック済 ： に○を記入　　 該当するものが無い場合： に／を記入

必要事項の有無を の何れかに○マーキング

1） 委任状
→→

① 日付の記入（委任された日）

② 受任者の住所、氏名（会社名・代表者名）、電話番号の記入

③ 工事場所の記入（申込書、設計図と同一表記で）

④ 委任者（申込者）の住所、氏名の記入　（会社の場合は代表者名も記入のこと）

2） 給水装置工事申込書

Ａ－ ① 工事種別の記入

Ａ－ ② 水栓番号の記入

Ａ－ ③ 図面番号の記入

Ａ－ ④ 給水装置工事申込書の日付の記入（記入日又は提出日-委任状の日又はその日以降）

Ａ－ ⑤ 住所コードの記入

Ａ－ ⑥ 工事場所、申込者、所有者住所フリガナの記入（委任状、設計図と同一表記で）

Ａ－ ⑦ 申込者、所有者氏名フリガナの記入　（会社の場合は、代表者名も記入のこと）

Ａ－ ⑧ 電話番号の記入（記入が拒否された場合は空欄）

Ａ－ ⑨ 指定給水装置事業者の記入

Ａ－ ⑩ 指定給水装置事業者のコードの記入

Ａ－ ⑪ 利害関係承諾書の有無（土地使用承諾書、分岐承諾書）

Ａ－ ⑫ 完工希望日の記入

親メーターの口径、数量の記入

（受水槽給水、３～５階直結給水の場合で親メーターの設置が必要なとき）

取付メーターの口径、数量の記入

(新設工事、改造工事でメーターの取付や変更がある場合）

取外メーターの口径、数量の記入

(撤去工事、改造工事でメーターの取外や変更がある場合）

メーターを増径するとき、Ｓ49.3.31までの既設給水装置で企業局の都合により

給水管の口径より小口径のメーターを設置している場合ですか

Ａ－ ⑯ 使用者用途コードの記入

Ａ－ ⑰ 業務用途の場合はその業種を備考欄に記入

Ａ－ ⑱ 受水槽の有効容量を記入

Ａ－ ⑲ 受水槽の場合の１日最大給水量、１時間最大給水量を記入

B－ ① ガスが同時工事であるかの有無の記入（他業者も含め、建物全体工事に対して）

B－ ② ガスの道路上の掘削有無の記入

B－ ③ 下水が同時工事であるかの有無の記入（他業者も含め、建物全体工事に対して）

B－ ④ 下水の道路上の掘削有無の記入（掘削有りの場合は５条又は１６条にチェック）

B－ ⑤ ガス工事が無い場合は、電化ですか？ＬＰＧですか？ 電化・LPG

B－ ⑥ 上記の場合、ガス供給管は、残しますか（「ガス供給管の将来利用について」提出）

重
点
確
認
欄

Ａ－

⑮Ａ－

Ａ－ ⑭

Ａ－ ⑬

有 ・ 無

⑮

確
認
欄
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掘削がある場合

B－ ⑦ 道路種別の記入

B－ ⑧ 路線名の記入

他の埋設物の有無の記入（下記の地下埋設物の調査をして記入のこと）

B－ ⑨ ガス中圧管

B－ ⑩ NTT

B－ ⑪ 関西電力

B－ ⑫ 下水道管

B－ ⑬ その他（KDD、通信ケーブル、温泉管、農業用水、送水管、大阪ガス管、ガス低圧管）

B－ ⑭ 路面復旧面積の数量を記入、又は自主施工の場合は、自主施工と記入（小数点2位止め、3位四捨五入）

B－ ⑮ カッター切りの数量を記入、又は自主施工の場合は、自主施工と記入（小数点1位止め、2位四捨五入）

その他

B－ ⑯ 備考欄に誓約書等がある場合は、表題を記入（「給水装置工事について」etc・・・）

3） 設計図

　
Ｃ－ ① 工事場所の記入（申込書、委任状と同一表記で）

Ｃ－ ② 氏名の記入（申込者と同一表記で）

Ｃ－ ③ 工事種別の記入

Ｃ－ ④ 水栓番号の記入（取出工事、新設工事等で水栓番号が未定の場合を除く）

Ｃ－ ⑤ 施設番号の記入（ガスの施設番号がある場合、記入のこと）

Ｃ－ ⑥ ご使用番号の記入

Ｃ－ ⑦ アパート、マンション等建物の名称がある場合、記入のこと

Ｃ－ ⑧ 新築・既築にマーキング

Ｃ－ ⑨ 図面番号の記入（給水管を配水管から分岐したポイントの図面番号）

Ｃ－ ⑩ 設計図にマーキング
Ｃ－ ⑪ 給水装置工事主任技術者（お客様設備課へ届けられていること）の記入

Ｃ－ ⑫ 給水装置工事主任技術者の免状番号の記入

Ｃ－ ⑬ 指定給水装置工事事業者名及び指定番号の記入

方位を正確に記入　

原則は北を上にして図面を記入の事。縮尺等により北を上にして書けない場合

は方位を変更すること。尚、北を下にしての図面は不可

向かい・隣接家屋の住所及び氏名が記入されているか

配水管、給水管の管種、口径が記入されているか

既設管･新設管が色分けされているか

給水装置の管種、口径が記入されているか

水栓器具名を記入されいてるか「例えば、トイレ（ア）（ボ）、流し（ア）（混）、ｅｔｃ・・・」

ＸＰＥＰ又はＰＢＰは、直接地中に埋設されていないか(防護材付き及びサヤ管施工は可）

ＸＰＥＰ又はＰＢＰのメーカーは、設計図に明記されているか

何階の平面図か明示されているか
Ｃ－ ⑮ 各階への立上がり、立下り場所が図示されているか

立下り管の管種、口径が記入されているか

宅地外回りの配管から分岐する場合の配管に、給水栓が３栓以上ある場合、

バルブを設置するのか

既設の配管がある（青線）場合は、確認できる範囲で管種、口径及びルートを

記入、せめて栓数については記入されているか

本市メーターの二次側に逆止弁が設置されているか

メーターの設置位置は適正か（ガレージを避けているか等）

メーター口径による基準栓数は適正か

(適正でない場合、給水についての書類は添付されているか）

配管経路は適正か

（二重配管、クロスコネクション、ループ配管等のないこと）

使用材料が厚生省令に定められた構造及び材質の適合基準品か

Ｃ－ ⑭
［ ］

　　(設計図)
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8） 利害関係承諾書　　訂正がある場合は、訂正印を捺印するか、或いは捨て印を捺印する事

　　　　　　　　　　　　　　　　　（修正液等での訂正は、不可）

　 　

【土地使用承諾書】

① 日付の記入（申込者の記入日）

② 使用者の捺印　　（会社の場合は代表者印を捺印のこと）

③ 日付の記入（土地所有者の記入日）

④ 土地所在は地番で記入のこと

土地の所有者は正確か

（土地の所有者を法務局等で確認し、公図、要約書等を添付すること）

⑥ 所有者の捺印　（会社の場合は代表者印を捺印のこと）

【分岐承諾書】

① 日付の記入（申込者の記入日）

② 使用者の捺印　（会社の場合は代表者印を捺印のこと）

③ 日付の記入（管所有者の記入日）

④ 既設管所在、分岐布設所在は地番で記入のこと

⑤ 既設管の所有者は正確か

⑥ 所有者の捺印　（会社の場合は代表者印を捺印のこと）

10） 道路占用申請書類

【工事箇所掘削図】

① 工事場所を記入

② 申請者氏名を記入

③ 施工する内容に〇を記入

④ 業者名を記入

⑤ 路線名を記入

断面図に布設する深度を記入

⑥ 掘削断面　　（埋め戻し及び路面復旧材料）を記入

舗装本復旧の平面図　　（道路復旧要領に基づく影響範囲も明記）を記入

占用物件の種類、及び数量を記入　　（改造等で引込管を布設替えする場合、

或いは撤去がある場合には撤去と明記し、種類及び数量を記入）

⑧ 掘削する面積を記入

⑨ 舗装本復旧する面積を記入

有 ・ 無

⑤

有 ・ 無

有 ・ 無

⑦


